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親睦 

 

 定期総会・例会  

日 時:平成 27年 7月 9日（木）12：30～14:50 

場 所:八王子エルシィ 

出席者:56名 出席率 84.8％ 

   （会員総数 67名 欠席 10名 休会 1名） 

会食とハッピーコイン披露 

荻島靖久新例会委員長の進行で会食に入り、岩

島寛新副会長からハッピーコイン23件の披露があ

った。（5～6ページに掲載） 

 第 19回定期総会  

1.司会 荻島例会委員長 

 只今より第 19回定期総会を開催します。 

 

2.議長選任 

 恒例により会長が議長を務めることとなり、永井

昌平新会長が議長席に付き、出席会員 56名をもって

総会が有効に成立したことを宣言し、議事に入る。 

 

3．書記 1名、議事録署名人 2名選任 

 議長から次の会員が指名された。 

 書記 内山雅之会員  

議事録署名人 磯洋一会員、鈴木はるみ会員 

 

4.議 事 

議案は出席会員に配布されているので、議案の項

目のみを掲載する。 

第 1号議案 平成 26年度事業報告 

第 2号議案 平成 26年度一般会計決算報告 

第3号議案 平成26年度活動準備資金特別会計決算

報告 

第 4 号議案 平成 26 年度生涯学習サロン特別会計

決算報告 

 第 2号議案から第 4号議案の会計監査報告 

 飯田会計監査 

（以上の議案説明、監査報告は前年度各担当者が行

った） 

質疑 ① ハッピーコインの収入金の端数について

質問があり、会計担当から「会員から端数付の金額

で納入された」旨の説明があった。 

② 監査の実施を「年度内に行なっているが、これは

会則違反ではないか」との指摘があり、会計担当か

ら「監査時点で、全ての事業が完了している」との

説明があり、重ねての質疑に対し、会長から聞きお

くとの回答があった。 

採決 第 1号議案から第 4号議案まで、賛成多数で

可決承認された。 

第 5号議案 平成 27年度一般会計予算（案） 

第６号議案 平成 27 年度活動準備資金特別会計予

算（案） 

第7号議案 創立20周年記念事業計画及び予算（案） 

（各予算議案の提案説明は新年度担当者から。なお、

創立 20 周年記念事業の経過については杉山実行委

員長から、20周年記念誌については佐々木正担当か

ら、事業予算については吉田事務局長からそれぞれ

説明があった。） 

採決 第5号議案から第7号議案まで、質疑もなく、

賛成多数で原案どおり可決承認された。 

議 長 

以上で 7議案すべて審議が終了致しました。議事

案件の（案）を削除して下さい。ご協力ありがとう

ございました。 

 

5.議長退任 

 

6.閉会 荻島例会委員長 

 以上で第 19回定期総会を閉会します。 
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 第 237回例会  

1.司会 荻島例会委員長 

 第 237回例会開催告知と配布資料の確認 

 

2.挨拶 永井昌平会長 

配布された「2015～2016年

度会長方針」に基づき、会長

方針が示された。 

① 創立 20周年事業を成功さ

せる。・一人一役で成功させよ

う。・資金補助のため、ハッピ

ーコインへのご協力を。 

② 全員の協力で会員の増強を図る。 

・高齢化に伴う会員の自然減が予想される。・会員の

減少によりクラブ活動に支障を来す恐れもある。・新

入会員獲得のため全員の協力をお願いする。 

③ 等身大の活動を基本に、クラブライフを楽しむ。 

・20 周年事業もあり、多忙な年度になる。・無理を

せず、従来のやり方を踏襲しながら、着実な活動で

楽しくやろう。 

 以上の主旨を盛り込んだキャッチコピーとして

「仲間の輪を広げ、楽しみの環を広げよう」を設定

した。一年間よろしくお願いする。 

 なお、宇宙の学校を支援する会の代表の立場とし

て、後援会に会員登録し支援をお願いしたい。 

 

3．来賓紹介とご挨拶 

 東京八王子南ロータリークラブ 

会長 山口進一様 幹事 福沢武文様 

山口会長ご挨拶 

 今年、プロバスクラブが創立

20 周年とのこと。南ロータリー

クラブは 30 周年を迎える。お

互いに頑張りましょう。今後と

もよろしくお願いします。 

 南ロータリークラブは 40 歳

半ばから 50 歳ぐらいの会員が

委員長などを務めている。私はプロバスクラブの方

に近い年代ですから、杉山さんからもお誘いのお話

を頂いている。若輩ですが今後ともよろしくお願い

します。 

4.バースデーカード贈呈 

 7 月生まれの会員に、池田会員お手製のバースデ

ーカードが会長から贈られました。左から澤渡、濵

野、岩島、髙取、浅川の各会員に手渡されました。

おめでとうございます。 

 

5．幹事報告  田中信昭新幹事 

 田中です。初めての幹事報

告をします。よろしくお願い

します。 

① 今年度会長方針の中にあ

る「輪」と「環」は、丸く繋

がる「輪」と、平等で楽しみ

のある仲間が繋がっているこ

との「環」としての想いが込められていると思う。 

② 新年度予算の承認に感謝。諸物価高騰の中、会費

の値上げなしで来ているので、予算は厳しい。ハッ

ピーコインへのご協力を頂き感謝。今後もバースデ

ーカードを貰った方は是非よろしく。 

③ 20 周年事業成功の為に一丸となって物心両面の

ご協力を。会員全員の登録でお願いしたい。 

④「今日は何の日？」として、印象に強い事柄を、

今後毎月取り上げてみたい。 

1887 年、今から 138 年前の今日、第 1 回のウイン

ブルドン・テニス大会が開催された。長く主催国イ

ギリス選手の優勝がなかった。イギリスの男子選手

が優勝したのは、77年振りの 2013年のことであっ

た。女子選手も 1977 年以来優勝者は出ていない。

こんなことから「ウインブルドン現象」なる言葉が

生まれた。日本の相撲も同じことが言えそう。 

 

6.委員会活動報告（新年度活動方針等） 

(1)例会委員会 荻島靖久新委員長 
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 会長の方針に基づき、全会員

が例会に楽しく出席できるよう

次の事項を推進する。 

① 会場の配席を工夫し、全会員

の交流・親睦を図る。 

② ハッピーコインの啓発と一

層の増加を図る。 

③ バースデーカードの作成・継続をお願いする。 

(2)情報委員会 土井俊雄新委員長 

 新年度はベテランの残留委員

に期待している。 

① プロバスだよりの編集に全

員参加し、作業を楽しく、相互

の啓発に努めたい。 

② 委員会の事業を継承し、プロ

バスだよりは、同好会の活動や

投稿原稿で充実させたい。 

③ 20周年記念誌には協力してゆきたい。 

④ 学習サロン等原稿の電子化を図り、原稿に忠実な

編集をやっていきたい。 

(3)会員委員会 馬場征彦新委員長 

 活動方針として、 

① 新会員の獲得による会員の

増強 ・一人一推運動：特に在

籍 10 年未満の全ての会員に 1

名以上の新会員の推薦をして頂

く運動を展開する。 ・市内諸

団体への働きかけ：市内ロータ

リークラブ、市民活動協議会等へのアプローチ。 

② 会員委員会担務事項の推進：会員基礎データ・名

簿の管理・年会費等の徴収・生涯学習サロンの担務

事項等 

③ 会員委員会が歴代引き継ぐ電子データの定義と

その維持管理方法の構築を目指す。 

休会中の橋本晴重郎会員から、休会を延長し 12

月末まで休会するとのこと。治療に専念され、一刻

も早い回復をお祈りしたい。 

(4)研修委員長 戸田弘文新委員長 

会長の方針にのっとり楽しい行事、卓話等にする。 

① 野外研修の実施：多くの会員が楽しく参加できる

行程・目的地等を考えて企画する。 

② 卓話の運営：多くの会員に卓話して頂くよう工夫

し、質疑応答の時間を設け、会

員同士の意見交換の場とする。 

③ 出前講師の派遣：各団体と協

議して行う。 

(5)地域奉仕委員会  

山崎修司新委員長 

 一番不向きな分野ですが、20

周年の記念すべき年でもあるので全力を尽くしたい。 

① 生涯学習サロンについて

は、三日間四科目を続けたい。 

② 開講式・閉講式は何か良い

方法を考えたい。皆さんの協

力を得て、新たな講師を決め

てゆきたい。 

③ 地域奉仕の活動・20 周年

事業を皆さんの協力で進めたい。お配りしてあるア

ンケートの回答を山口委員までお願いしたい。 

(6)交流担当 浅川文夫理事 

 会長方針により、楽しいプ

ロバスの輪を広げるよう、み

んなで取り組みたい。 

創立 20 周年記念事業の仲

間に加わって、プロバスの環

を広げたい。 

 

(7)八王子「宇宙の学校」PJリーダー 下山邦夫 

 今年度の事業は既にスタート

している。事業方針等は省略す

る。6月 28日に東京工科大で教

室を開催。91組の参加があった。

7 月 5 日の教育センターの教室

には 73組の参加があった。 

「支援の会」については澤渡会

員にお願いする。 

澤渡 進会員 

 八王子「宇宙の学校」支援の

会への参加についてお願いし

たい。「若者に何かを伝えて育

てたい」というプロバスの理念

のもとにプロジェクトを組み

「宇宙の学校」が発足し今年で

5年目を迎えた。 
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 初年度は 80組の参加でスタートし、皆様の物心両面

のご支援を得て、八王子市・関係団体とも連携し、年々

成長発展してきた。今年は全体で 204組の参加を得た。

5年間で 1,500人もの親子が参加したことになる。 

 今年度スタートした東京工科大や教育センターの教

室は大盛況であり、参加者は皆楽しそうにやっていた。

プロバス会員にも 30名の協力参加を頂いている。感謝

を申し上げたい。 

 八王子市も呼応して動き始めており、事業全体の方

向性は正しかったと考えている。年々事業規模が拡大

し、キャパシティや実施方法など、来年度以降どうす

るかが課題となっている。今後、プロバスクラブの負

担を軽減しつつ、事業の発展を図ってゆきたい。 

 お願いとしては「支援の会」に参加して頂きたい。

是非、来月の例会までに申し込みの手続きを。 

 

8．同好会活動報告 

 ゴルフ同好会  小林貞男会員 

 米林会員に代ってコンペのお知らせをする。 

10月 16日 八王子クラブコンペ ＧＭＧ 

10月 30日 多摩地区 3クラブ合同コンペ 相武ＣＣ 

 俳句同好会  河合和郎会員 

 プロバスクラブの俳句同好会が、俳句の月刊誌「俳

句四季」7月号に紹介された。同好会の紹介と 10人の

メンバーの作品が掲載されている。同好会も全国版と

言うことで、今後とも頑張ってゆきたい。 

 

9．その他 

 立川冨美代会員 

 8月28日に開催される音楽鑑賞会の整理券をお配り

した。当日、12 時 30 分から会場で指定席券と交換す

る。空席を作らないよう全員参加でお願いしたい。 

なお、当日の会場整理等 10人程のお手伝いをお願い

する。 

併せて、チャリティへのご協力もよろしくお願いし

たい。 

 廣瀬智子会員 

 第 30回「平和展」の案内チラシにより、8月 2日に

開催される講演会への参加呼びかけがあった。 

 

10．プロバス賛歌斉唱 

 

 11、閉会の挨拶  岩島 寛新副会長 

毎日新聞（26.11．14）の記事

によると、男女とも社会参加（ス

ポーツ・趣味・責任ある社会参加

など）により、高齢者鬱を大幅に

減少させることが出来るとのこ

とである。教育と教養（「今日行

く」と「今日用」）が大切になっ

て来る。定期総会・例会と長時間ご苦労様でした。ま

た、例会には沢山のハッピーコインをありがとうござ

いました。今年度の会長の運営方針、各委員会の活動

方針が示されました。 

こうした計画に基づき今年度一年間頑張りましょう。 

以上で例会を終わります。 

 

八王子「宇宙の学校スクーリング」報告 

  情報担当 有泉裕子会員 

 27 年度の八王子「宇宙の学

校」は、昨年に引続き、教育セ

ンター会場、東京工科大学会場、

都立八王子北高等学校の３会場

で行なわれることになりました。 

今年も参加申し込みが多く、予定定員 170名に対

し 466名と 2.7倍を超える盛り上がりでした。定員

を 204名まで増やしましたが、多くの方にお断りせ

ざるを得ませんでした。  

「月からみた地球」の説明（東京工科大学会場） 

スクーリング第 1日はまず、6月 28日(日)に東京

工科大学会場で始まり、7 月 5 日(日)には教育セン

ター会場｡7 月 11 日(土)には都立八王子北高校会場

で開校式とスクーリングに取り組みました。 
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ハッピーコイン 

 

（各班に分かれての工作風景・教育センター） 

各会場とも開校式では、坂倉仁八王子市教育委員 

会教育長の挨拶・開校宣言で幕を開けました。 

一番初めに開催された東京工科大学会場では、

KU-MA 会長平林久先生から｢宇宙と私たち｣のテーマ

で特別講話がありました。各会場とも KU-MA山下法

昭先生のガイダンスの後、「ホバークラフトを作ろ

う」のテーマに取り組みました。どの親子も共同作

業で熱心に取り組んでいましたが、ホバークラフト

の制作はやや難しく時間が足りませんでした。どこ

の会場でも親子の共同作業にもう一つ工夫が要りま

した。 

しかし、出来上がっ

たホバークラフトを走

らせる段になると、子

ども達の歓声が一気に 

（ホバークラフトの走行テスト・北高校会場） 

湧きあがりとても楽しそうでした。やはり子どもた

ちは物を動かす段になると熱中するようです。 

 

 

 

◆なでしこサッカー女子Ｗ杯準優勝おめでとうござ

います。沢山の感動を頂きました。ハッピーでした。 

飯田冨美子 

◆八王子空襲から 70年。今年も 7月 30日から 8月

3日まで東急スクエアビル 11Ｆで平和展を開きます。

是非、お出かけください。     廣瀬 智子 

◆日本のリニア新幹線開通迄生きているかわからな

いので、上海でリニアに乗って来ました。 

野口 浩平 

◆孫娘が、4 月三菱銀行に入行しました。初ボーナ

スで、紫檀・黒檀の夫婦箸を贈られハッピーでした。 

土井 俊雄 

◆6 年前の心臓疾患は、順調に変りなく定期検診が

半年毎から1年毎でよくなった。仏に感謝2コイン。 

土井 俊玄 

◆会員皆様のご支援で、無事幹事役を終えることが

できました。有難うございます。  武田洋一郎 

◆昨年は色々お世話になりました。本年もどうぞよ 

ろしくお願いします。   山口 三郎 

◆永井会長年度のスタートを祝して‼ 

杉山 友一 

◆永井年度のスタートをお祝いして 荒   正勝 

◆また一年よろしくお願いします。 浅川 文夫 

◆永井丸の船出をお祝いして、又今年一年よろしく

お願い致します。   戸田 弘文 

◆プロバス入会同期の永井さんが今年度会長に就任 

されたこと。同期の桜としてうれしいです。 

阿部 治子 

◆永井執行部の発足を心から祝します。今年も八王

子プロバスの本分である地域奉仕を皆が楽しく関わ

れるようご指導方よろしくお願い申し上げます。 

澤渡 進 

◆いよいよ「永井丸」が船出しました。行先には 20

周年記念行事をはじめ、忙しく、かつ気遣いな仕事

が多くありますが、お互いの協力により、目的地に

到着したいと思います。   佐々木 正 

◆新年度のスタートです。20周年記念事業もありま

す。よろしくお願いします。  田中 信昭 

◆海上自衛隊音楽隊演奏会は 800席満席になりまし

た。ご協力有難うございました。チャリティの方も

是非よろしくお願いします。  立川冨美代 

◆会員増強について、全会員の絶大なる御協力をお

願いします。    馬場 征彦 

◆新しい年度が始まりました。研修委員会の一委員

として、また新たな事を経験出来ると楽しみです。

“楽しめること”が増えるのがいい人生と思うから。
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投    稿 

ぜん 

     宮城 安子 

◆我が八王子プロバスクラブが創立二十周年を迎え

ました。個性豊かな当クラブの益々の発展を祈念し

て万歳！    岩島 寛 

◆平成 27年度「宇宙の学校」が東京工科大会場、教

育センター会場で開校しました。  下山 邦夫 

◆今月誕生日を迎えました。この頃は歳を聞かれて

も、とっさに答えられないことが多く困っています。

とにもかくにも、この 1年休まず例会に出席できた

ことを感謝しています。   澤渡 進 

◆私の誕生日。一昨日 80歳を迎えた。色々と故障は

あったが傘寿を祝った。Happy Birthday. 

濱野 幸雄 

◆7月 4日、健康に恵まれて八十歳(日本人男性の平

均寿命)を無事に迎えることが出来ました。この喜び

と感謝の念を持ち続けて、これからの一年間、八王

子プロバスクラブに於て課せられた任務を全うした

く思っています。  岩島 寛 

 

 

 

八月に憶う      

              渋谷 文雄 

 私が幼い日、初めて国語を習ったのは、ハナ・ 

ハト・マメ・マス…に始まる、

兄のお下がりの国定教科書で

したが、すぐに色刷りの教科

書に変り、サイタ・サイタ・

サクラガサイタに始まり、ア

カカテ・シロカテ・そしてス

スメ・ススメ・ヘイタイスス

メとなって始めて「兵隊」が教科書に登場しました。 

 当時は満州事変から満州国が成立した頃で、新聞

に匪賊討伐の事が多く書かれていました。それから

は学年が進むごとに、爆弾三勇士とか、死んでもラ

ッパを口から離さなかった責任感の強い兵士の話、

廣瀬中佐の旅順港閉鎖と犠牲者を称える話とか、軍

人の活躍する話が増えてきました。 

 子供の歌も「鉄砲かついだ兵隊さん、足並み揃え

て歩いてる、トットコ・トットコ・歩いてる。兵隊

さんは綺麗だな、兵隊さんは大好きだ……」と軍人

賛歌が増え、やがて街では召集された多くの男達が

「勝ってくるぞと勇ましく……東洋平和の為ならば、

なんで命が惜しかろう…」と旗を振って歌う人達に、

戦場へと送り出されて征きました。 

 私はこのような環境の中で立派な軍国少年に成長

し、天皇陛下の為に死のうとまで思うようになり、

中学２年から受験が許される幼年学校・予科練・海

兵・戦車兵など、教師は積極的に受験を勧め、私は

勧められて満州国立大学の予科に進学する事になり

ました。 

 在学中は五族協和を目指し勉学に励みましたが、

２０年７月末、全満州の日系男子と学生はことごと

く動員され、一般市民も爆弾を抱えて戦車の下に飛

び込む訓練を受け、ソ連の参戦に備えたのですが、

獰猛なソ連兵達はあっという間に侵攻し８月１５日

を迎えたのです。彼らは暴行・略奪・強姦・あらゆ

る非行を繰り返し、多くの日本人が亡くなりました。 

 学生達は一般人に紛れ込み、動員先から幾つかの

集団に分かれて南下、帰国を目指して逃避行を重ね、

昼は山に潜み、夜は密かに移動し暴徒の襲撃を避け

て移動することを繰り返しましたが、すでに国境は

閉鎖され、再びソ連兵に掴まり、彼らの戦利品を貨

車に積み込む過酷な使役に連日駆り出され、体力を

消耗していきました。 

 やがてソ連軍が撤退し、八路軍（後の解放軍）と

国民党軍が競って満州地区に進攻し小競り合いから

内戦に拡大し、僕らの使役はソ連軍から八路軍へと

変わり、国共内戦に巻き込まれ、ある時は銃弾の飛

び交う前線から、傷病兵を後方搬送する担架兵とな

り、また丈余の雪中にはいり薪材の切り出し、更に

は患者の食事作り、死者の埋葬等々雑多な使役に従

事することが続き、満州地区が解放されてからは留

用日本人子弟学校の教師をし、敗戦から８年、漸く

祖国に帰る事ができましたが、多くの学生仲間を亡

くしました。 

 憶えば、軍国主義教育に躍らされて中国に乗り込

み、偽りの五族協和に騙された結果１５歳から２５

歳に至る貴重な青春時代を、無為に過ごしてしまっ

た事は、悔やんでも悔やみきれない悲しみが今も残

ります。自民党の諸君は先頃、集団的自衛権の行使

を可決しましたが、私は個別的だけでよいと思って

います。他国にまで乗り込んで殺し合う事は自衛隊

諸君やその家族の皆さんに気の毒です。それに今の
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戦争は昔と違って長距離ミサイルがどこへ飛んでく

るか判りません。沖縄は無論、横田や厚木の基地も

当然狙われると思います。必ず後悔します。むしろ

これからは平和憲法を守り抜き、諸外国との交流外

交に力を注ぎ、軍事力より「外交力」に全力を傾け、

自衛隊は災害救助隊として活躍して欲しいと願って

います。 

 今、自民党には「新しい教科書を作る研究会」が

あって、子供達に「新しい教育」を強化する準備を

しているそうです。座長は八王子選出の萩生田さん

だそうですが、立憲主義国家の平和憲法を大切にし、

間違っても軍人を称えるような教科書を作り、再び

８月の悲劇を繰り返すような過ちだけは犯さないよ

う、心の底から願っています。 

 

子どもの貧困を支援する若者たち 

                山崎 光子 

 

新聞やテレビでは毎日のように殺人事件やいじめ

の報道。「殺してみたかった、誰でもよかった」な

ど、あってはならない言葉も・・・。オリンピック

を控え、世界各国から注目を浴びつつある今、海外

の人たちは果たして日本のこういうニュースをどう

受け止めるのだろう。今の若者は・・・と諸先輩が

嘆きたくなるのもよく分かる。では、今の若者は・・・

本当にそうなのだろうか。 

 海外に比べ、日本の大学の学費はとても高い。仕

送りが年々減っている過酷な状況の中で、ブラック

バイトなどに苦しむ学生の悲痛な声。苦労を重ねて

どうにか卒業したものの就職難の厚い壁。非正規、

派遣などの不安定な情勢の中、さらに数百万円にも

ふくらんだ奨学金の返済に追われ、結婚どころか恋

愛にときめくゆとりもないと・・・。 

 一見、品物や情報に溢れ、欲しい物は何でも買う

ことができ、知らないことはスマホやタブレットに

声で問えば文字や画像で答えてくれる。目の前の出

来事や写真などを瞬時に世界中に発信できる、私の

幼少期には想像できない豊かな時代になった。 

 しかしその豊かさの裏に、深刻な「子どもの貧困

問題」。子どもの貧困率 16％、6 人に一人が貧困状

態にあるという（厚生労働省・平成 25 年国民生活基

礎調査）。 

「勉強したいけれど塾に行くお金がない」そういう

子ども達の力になりたい、と八王子つばめ塾（無料

学習塾）に集うたくさんの若者たち。大学生や社会

人等、年齢も立場も実に様々（中には現役の東大生

も）。無報酬、さらに交通費などは勿論自己負担。

過酷な状況の渦中にいる彼らが、つばめ塾の指導方

法について夜遅くまで熱く語り合う。素晴らしき哉、

若者パワー！ 

＜感動の一日＞  

 高校入試合格発表の日、つばめ塾では合格速報の

メールが飛び交った。会ったこともない生徒の名前

にも感動で胸が熱くなる。合格おめでとう、おめで

とう！たくさんのつばめ達！ 

＜ついに「１羽目のつばめ」が＞ 

（以下、ホームページより抜粋） 

7 月 1 日、第五教室に行くと、つばめ塾の卒業生

（高 2女子）が講師用のネームプレートを首から下

げていました。（略）ドキドキしながら見ていると

「何年生？」「勉強頑張っているね」などと声掛け

をしながら、中 3 生に数学を丁寧に教えていました。

この高校生は、アルバイトで進学費用を貯めながら

つばめ塾で勉強をしています。（略）その後私は第

一教室に自転車で移動しながら、感動の涙を抑える

事ができませんでした。つばめ塾を立ち上げて 2年

10 ヶ月。3 年を待たずに「１羽目のつばめ」が。思

いもよらなかったことです。 

最近、見学に来た方々が着々と無料塾を立ち上げ

ています。6・7 月、兵庫県西宮市、千葉県市川市に。

設立の時に夢見た「全国に無料塾を」という理想は

夢ではないかも（以上、事務局長雑感）。 

我が家はテーブル

１つだけの小さな塾

（つばめ塾第四教

室）。生徒たちは３

時間近く休みもとら

ず集中して真剣に学習。夜の９時半過ぎ、一人の生

徒のお母さんがお迎えがてら通知表を手に、進路の

相談に。自分の年齢も顧みず、生徒と同じ目線で英

数国と格闘しながら部活のこと、学習のこと、いじ

め相談など夜遅くまで語り合っている。時には「困

ったことがあったらいつでもここにおいでね。待っ

ているよ」など学習以外の応援も。 
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つばめ塾以外にも近くの中学校で英数の学習支援

ボランティア。「夏休みこそ学力アップ」と中学の

先生方も生徒も真剣そのも

の。４人の孫のお婆ちゃん

だけれどいつまでも子育て

真最中・心は青春（笑）。

つばめ塾の若者たち・生徒たちからパワーをもらい 

ひそかに第二の人生を楽しんでいる。 

 

 

 

山崎光子会員の「子供の貧困を支援する若者たち」

は、望まずして置かれた若い人たちの貧困とそれを

サポートする若者たちの姿が、つばめ塾の活動を通

して描かれている。特に「一羽のつばめ」の話は感

動を誘う佳話となっている。文中でも作者が触れて

いるが、子どもの貧困率、6 人に 1 人という数字に

は驚かされる。そこで、最近の朝日新聞紙上に報じ

られた“貧困”の実態を数字で追ってみた。 

 “貧困率とは” 

 世帯収入から国民一人ひとりの所得を試算して

順番に並べたとき、真ん中の人の所得の半分（貧困

線）に届かない人の割合。子どもの貧困率は、18歳

未満でこの貧困線を下回る人の割合を指す。 

 “貧困”もう一つの実態 

6人に 1人と、18歳未満の子どもの貧困率は過去

最低の水準になっている。しかし、大人ひとりで子

育てする世帯の貧困率は 2012 年で 54.6％となって

いる。特に母親が家計を支える母子世帯の場合、全

世帯の平均所得の半分以下の年間 243万円しかない。 

 生活が苦しくて、学用品や給食の費用などの「就

学援助」を受けている児童や生徒は、12年度で 155

万人。公立学校の児童・生徒のおおよそ 6人に 1人

の割合だという。10年前に比べて 30％も増えている。 

 裕福な家庭は、子どもを塾に通わせるなどしてお

金をかけて学力の向上に取り組みやすい。文科省の

全国学力・学習状況をもとにした研究では、親の収

入の高いほど子どもの正答率は上がる傾向にある。 

調査によると、下宿生に対する２６年度の仕送り額

は月平均 88,500 円。ここから家賃を除き、30 日で割

った｢1日当たりの生活費」が 897円。平成の初めは１

日約 2,500円程であった。        （K・K）                  

  俳句同好会便り  

河合 和郎 

私の一句～7月の句会から今月の兼題は「日焼け」。

子供時代を懐かしむ作品が多かった。真っ黒に日焼

けして遊んだ夏の日々は、幾つになっても忘れがた

いようである。 

 今年は戦後 70年の夏。暑苦しい話題。心穏やかで

ない動きの多い夏になりそうな予感。 

日に焼いて自慢した日の遠くなり  渋谷 文雄 

 夏休みに海や山、川遊びで真っ黒に日焼けした子

供たちが学校に。日焼け自慢は黒い方が勝ち。 

喜寿満てり夢はろばろと凌霄花   山形 忠顯 

 健康で喜寿を迎えられた喜びの句。色々な出来事

が走馬灯のように巡り、来し方を想う。 

日焼けして浜の子となる遠き日々  石田 文彦 

 子供にとって海水浴は憧れだった。何日かすると

真っ黒に日焼けし、浜っ子と変わらなくなる。 

日焼けの子水着の跡を白抜きに   池田ときえ 

 泳いだ後の肌に日焼けの跡がくっきりと残る。こ

れを「白抜き」とは言い得て妙な措辞。 

昼下りゆらめく日傘バスを待つ   田中 信昭 

 高点句。日常見かけるさりげない光景をうまく捉

えている。日頃の緻密な観察眼が佳句を生む。 

日焼けの子水着のあとの白き肌   飯田冨美子 

 全く同じ光景を二人の女性が詠んでいる。水着の

日焼け跡は不思議な魅力があるのだろうか。 

朝漬けの茄子つやつやと鉢に盛る  立川冨美代 

 高点句。爽やかな季節感あふれる佳句。浅漬けの

茄子も胡瓜も夏の畑の贈り物。心して味わいたい。 

父の日や一日だけは顔を立て    馬場 征彦 

 作者は大分僻んでいるが、こう言い切れるのは普

段大切にされている証拠。羨ましい限り。 

恋蛍想ひしたたむ仮名の文     河合 和郎 

 蛍の飛ぶ光の跡は優美な筆遣いのように見える。

きっと切ない想いを綴った恋文に違いないのだ。 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 新年度体制によるプロバスだより 8

月号の発行。新体制の顔写真がずらりと壮観。会

長の提唱する輪と環の力、そして全体が調和して

創立 20 周年記念事業を成功させたい。                          

情報委員会・河合和郎 

 

 

  つぶやき 

ぜん 


